



ポライトネ ス は対人関係の距離の遠近を伝達する手段であり、 適正と感じられれば意識されず、
逸脱を感知すればその意味を考えることで、相手との現実の、あるいはあるべき、距離感の調整を
促す。 ポライトネ スとは生きている人々の行為であり、現実を変更する行為ともなりうる。
フェイ ス はポライトネ ス の対人配慮に向けられる対象であり、人間の基本的欲求として、 ペネロ
ピ ・ ブラウン、 ス ティーヴン • C ・ レヴィンソン『ポライトネ ス』（研究社、 20111)は人がコミュ
ニケ ー ションの中で自他のフェイ ス に配慮するものと捉え、フェイ ス 侵害行為は、聴き手の積極的
／消極的フェイ ス 欲求を骨かす行為であり、ポライトネスは聴き手のフェイ ス に対する補償となる
とし、自己決定に関わるネガテイヴ ・ フェイス （他者に邪魔されたくない ・ 踏み込まれたくない欲
求）、他者評価に関わるポジテイヴ ・ フェイ ス （他者に受け入れられたい ・ よく思われたくない欲
求） を通した配慮の体系として理論化した。
たとえば、ラフカディオ ・ ハーンは 「日本人の微笑」（『知られぬ日本の面影』1894)で、外国人
が日本人の微笑を 「ふまじめではないかと思って」 「 ひどく軽蔑」する事例をとりあげる。 「民族性





りになっている。 さらにそのうえ、 世間に絶えず幸福そうな様子を見せ、 他人にできるだけ愉
快な印象をあたえるのも、 生活のしきたりになっているのである。 たとえ、胸が張り裂けそう
なときでも、 雄々しく微笑するのが、社会的義務なのである。 これに反し、 深刻な顔をしたり
不幸な顔をすることは、自分に好意をもってくれる人に不安や苦痛をあたえるため、非礼にあ
たる。 しかも、自分に好意をもっていない人たちに、意地の悪い好奇心をおこさせる点、 愚か
なことでもあろう。 こうして、 小さい頃から義務として植えつけられた微笑は、 やがて本能的
なものになる。
ハ ーンは日本人の微笑が 「しきたり」としで慣習化され、 動物の「本能的なもの」となると主張
する。 他者に「愉快な印象をあたえる」点で、微笑は受け入れられたい、 よく思われたいと考えて
いる人への伝え方としてのポジテイプ ・ ポライトネスに相当する。
ハ ーンは イギリ ス 人のフェイ ス を道徳的と持ち上げて、日本人のそれをそうではないとする。 ハ
ーンは、 悲しいとき、 辛いときに微笑む／微笑まないという東西の礼節 ・ 作法の違いを示すなど、
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日本世界の知識を、無理解な西洋世界側に伝えるのにふさわしい英語物語／エッセイを示せるハ ー

















舞いに用いられたのが、 「丁寧な」 「上品な」概念とする。 そして、 「近代小説は、 異なる文化圏に
属する人間が出会ったときに生ずるさまざまな葛藤を描き出」し、 「そこで、 焦点化されたのは、











改めて確認すれば、 ポライトネスとはコミュニケ ー ションの相手との適切な距離感を演出するレ
トリックである。 物語もまた受け手との関係において、 表現内容の適切さや丁寧さが志向されると
考えることはできないだろうか。 物語では距離の創出、 あるいは語られた内容を受け手に受け入れ
させることが目指される。 本稿では、 それを物語のポライトネスと呼び、 そうした物語戦略がもた








的だからである。 むろん、 この立場は、 比較文学・英文学研究の立場から、 ハーンの英語表現の意





























































相手の関心 ・ 理解に配慮するポジィテイヴ ・ フェイスと、行き止まりという自己「青報を提示する点



































⑩それから女中は横になると、 すぐに寝入ってしまった。 二日二晩、 死んだように彼女は眠っ
た（とり憑いていたものが離れると、 とり憑かれた者にひどい疲労と深い眠りが襲ってくるの
である）
⑪彼女はそれから二度と、 夫のもとを訪れなかった。 それで八右衛門は、 しだいに健康と体力
を回復した。 しかし、彼がいつまでもその約束を守ったかどうか、日本の作者は語っていない。












⑬家族の窮乏のはて、 すすんで苦界に身を売る哀れな娘たちは、 日本の場合（おおかた、 ヨ ー
ロッパの悪徳と残忍とが風俗を乱す力となっている開港地をのぞいて）、 西洋の女たちほど論
落の淵に沈んではいない。 実際に多くの者は、 恐るべき隷従の期間を通じて、 そうした境遇の
もとにあっては、 哀れとも異常とも思われる、 洗練された物腰、 優雅な「青緒、 自然な慎みを失
わないのである。
⑭すべての歌、 すべての旋律、 すべての音楽は、感情の原始的な自然の表現が一つまり、 楽
の音によって表わされる悲哀、 歓喜、 熱情の生れながらのことばが、 いくらか進化したものに
ほかならない。（略）それにしても、 わたしにとうていわからないこの東洋の歌が一ーしかも、
盲の下層の一人の女がうたったこのありふれた歌が、 異邦人であるわたしの心に、 これほど深





性を確保できているという対比があり、 「自然な」 慎みを「哀れ」「異常」 とみるように日本のそれ
























P、行為が文化においてもつ負担の程度Rからなる社会的パラメ ー タ ーをあげ、 ある行為xの深刻度・重み
をその総和となる関数式としてポライトネスを説明する。
Wx= D(S,H)+P(S,H)+Rx 





















































は常 に保証され るわけではあるまい。たとえば、藪内昭男『ポライトネスとフェイス研究の諸相』（リ ーベ
ル出版二0ー五 ・ー ニ）は「連帯 ・ 友愛の要求と是認 ・ 賞賛の要求が1つの要求の中に封じ込められている。
ライバル 関係にある他者の優れた能力や成功を心から祝福することは、よほどの友愛 関係がない限り容易な
ことではない」(p.115)と説くが、言語表現と内面が合致する必要もあるまい。













別 ・ 偏見が含まれない政治的な正しさを担保するPCもそうした公式性が嫌われ、 また自分が制約を受ける





付記 本文の引用は上田 一夫訳『小泉八雲集』（新潮文庫、 1975)に基づく。
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